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現在､韓国国立中央博物館が所蔵する r平壌監司饗宴図｣は､全 3幅で､それぞれ ｢月夜船遊｣､｢練光亭




















































が 100年ほど行われず､町は荒廃したまま放置された｡私撰邑誌 『平壌誌』及び 『平壌続誌』に記載される


































































船遊楽および剣舞が宮廷で最初に公演されたのは正祖 19年 (1795)であることが 『園幸乙卯整理儀軌』の記
録で確認できるという｡そして､獅子舞が宮廷の饗宴に初めて登場するのは高宗31年 (1894)である｡この
ような事情を考えれば､16世紀末の 『平壌誌』の記録で初めて確認される船遊楽､獅子舞､剣舞は､18世紀
後半制作と推定される ｢平壌監司饗宴図｣に描かれ､後には王宮の饗宴として取り入れられていったことに
なる｡言い換えれば､地方都市の平壌で催された饗宴文化が､後に漢陽の宮廷に流入されたと解釈できるで
あろう｡
｢平壌監司饗宴図｣の読み解きから引き出せる生活や文化に関わる情報は､服飾や演舞にとどまらない｡
平壌府を構成する18世紀の建築様式や船舶など､絵引作成のために今後さらなる検討が必要であることはい
うまでもないが､今回は絵引資料としての ｢平壌監司饗宴図｣ に特記すべき点として､まず､官衝服飾や地
方都市平壌の饗宴文化について紹介を試みたものであるO
むすびにかえて
神奈川大学21世紀COEプログラムの第 1班に課せられた課題は､日本近世 ･近代編および東アジア生活給
引編纂という､図像資料の資料化とその体系化である｡今回韓国 ･朝鮮編の生活給引編纂の資料としては､
朝鮮時代に制作された一連の風俗画を取り上げているが､それは､風俗画が当時の人々の日常生活や生業の
営みを最も高い密度で表わしていると思うからであるO
その一例として今回の報告では､絵引編纂素材の風俗画のなかでも ｢平壌監司饗宴図Jを取り上げたOこ
の作品は､様式の面から平壌の再建とともに多量に生産された木版刷り平壌図の影響を窺わせ､平壌城の名
勝楼閣の修復がほぼ完成する正祖年間､18世紀後半に制作されたと推定されるor平壌監司饗宴図｣は､戦
乱の破壊から100年後に再建された平壌の名勝地とその建造物を背景に､中央から派遣された新任官僚赴任
の盛大な宴会の様子を描いており､個々のモチーフの分析から､登場人物の服飾や建築物､大同江に浮かぶ
数々の船舶､平壌地方特有の演舞の様子を迫真的に伝える点において､朝鮮時代の地方文化を考える上で重
要な資料になる｡特に ｢平壌監司饗宴図｣の宴会場商が､単なる平壌監司の宴だけではなく､大勢の見物人
や各種の音楽･舞踊など数々の公演が行われた総合芸術の場として表現されている点は注目すべきであろう｡
個々の図像がどういう事物であるかを特定することが絵引編纂の重要な課題であることは言うまでもない
ことであるが､作品に表れる表現の特徴から主題の選択に秘められたメッセージを読み取り､その情報を通
して作品が制作された時代や社会を考察することも絵引編纂の作業のもう一つの重要な課題と認織しながら､
韓国 ･朝鮮編の生活絵引編纂作成に臨んでいる｡
